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貝層堆積範囲

貝層散布範囲

後期前葉

後期中～後葉

晩期

発掘調査範囲
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墓坑・埋葬人骨

貝層北西部の隣接地は、大部分が撹乱を受け
ている。しかし、29T～32Tとその西側部分は、
現位置は保っていないが遺物が大量に出土
した。
→遺物が出土したことを積極的に評価する。

3か所のトレンチの大部分は撹乱を受けてい
るが、一部ローム層が残存。遺構は検出され
ていない。地形は現状でほぼ平坦。
→根拠に乏しいが調査トレンチまでを範囲
　とする。

16Tで堀之内式期と思
われる住居を１軒検出。
20Tの北東部分までは
撹乱を受けており、その
部分のみコンターも乱
れるが、その南西側の
コンターは残存してい
る可能性が高い。さら
に南西側の畑では遺
物が確認されない
→道路によって区画さ
れた三角形部分まで
を範囲とする。

現地踏査したが地形は
ほぼ平坦。山芋ほりの
穴が数か所開けられて
いたが、上部は撹乱を
受けていそうである。
遺物は確認されなかっ
た。貝層が確認された
畑の南西側の畑でも
一部貝が露呈。ただし、
地権者の話では既に重
機で掘削したとのこと。
→周辺部との整合性を
考慮し、この部分まで広
がるものと考える。

東側の畑では殆ど遺物が確認
されない。南東部は地形が確
認できない。
→東側については北側の谷の
谷頭までを範囲。

平成24・25年度調査次
地権者より遺物寄贈
堀之内１式主体

平成24年度（第5次調査次）
遺物表採及び撹乱出土
加曽利Ｂ式主体

平成23年度（第3次調査次）
15Ｔで遺物出土
堀之内１式主体

平成23年度（第3次調査次）
西原氏遺物散布確認

昭和48年度（第1次調査次）
斜面部に黄褐色土層堆積確認
傾斜部まで堆積の可能性あり
6次調査範囲遺構未検出

地権者不同意のため調査不可
遺物の散布少なく、東側で標高
が高くなるため、ここまでを範
囲とする
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